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リターン（①） リスク（②）
リスクリターン
比率（①/②）

外国債券（為替ヘッジ無し）のみ 2.04% 10.34% 0.20

外国債券（為替ヘッジ有り）のみ 2.85% 3.64% 0.78

外国債券（為替ヘッジ有り）を90％、
外国債券（為替ヘッジ無し）を10％

2.82% 3.41% 0.83

日ごろより弊社ファンドをご愛顧いただきありがとうございます。 
おかげさまで「大和住銀 先進国国債ファンド（リスク抑制型）【愛称：未来のコツ】」（以下、未来のコ
ツ）の純資産総額は2018年4月の設定以来、順調に増加しています。当レポートでは、未来のコツを設定し
た背景についてご紹介いたします。 

未来のコツ設定の背景について 

当ファンドは、債券の金利収入をベースに安定的
かつ長期の資産形成に資するファンドを投資家の
皆様にご提供するため、2018年4月に設定いたし
ました。先進国を中心とした低金利政策によって
債券投資の収益が減少したことや、世界経済の拡
大に伴う金融緩和政策の見直しによって、金利変
動リスクへの懸念が高まったことなどが未来のコ
ツを設定した背景です。当ファンドでは、先進国
の国債に投資しながら、為替を約10％～20％組み
入れて、ファンド全体のリスクをコントロールし、
安定収益を目指す仕組みになっています。 
 

未来のコツ設定の背景 

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運用方針等について、運用担当者（ファンドマネ
ジャー他）の見方あるいは考え方等を記載したもので当該運用方針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運用成果等を約束するものでもありません。 

＜安定的かつ長期的な資産形成を目指す＞ 

（次ページに続きます） 

一般に、債券に投資した場合、金利収入が得られ
る一方で金利の変動によって債券価格が変動する
リスクがあります。下表のように、外国債券（為
替ヘッジ有り）のみで運用した場合に比べて、一
部を為替ヘッジ無しで運用すると、ポートフォリ
オ全体のリスクは小さくなることがわかります*。
当ファンドでも、一部為替を組み入れることで、
ファンド全体のリスクを低く抑える工夫をしてい
ます。 
 

出所：Bloombergのデータをもとに大和住銀投信投資顧問作成 

＜外国債券運用（シミュレーション）のリスク、リターンの比較＞ 

※外国債券（為替ヘッジ無し）：FTSE 世界国債インデックス（除く日本、円ベース）、外国債券（為替ヘッジ有り）：FTSE 世界国債インデックス
（除く日本、円ヘッジ） ※上記の各指数は、当ファンドのベンチマークではありません。 ※リスクは月次騰落率の標準偏差を年率換算、リターン
は期間騰落率を年率換算※上記のシミュレーションは、実際のファンドの運用とは異なります。※実際の運用に当たっては、諸費用がかかります。
また、設定・解約などの資金動向等の影響を受けます。 

（2007年10月末～2018年10月末） 

*常にリスクが小さくなるわけではありません。 
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※基準価額は信託報酬控除後のものです。過去の実績は、将来の運用結果を約束するものではありません。 

（前ページからの続きです） 

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運用方針等について、運用担当者（ファンドマネ
ジャー他）の見方あるいは考え方等を記載したもので当該運用方針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運用成果等を約束するものでもありません。 

当ファンドでは、一部為替を組み入れることで当
該通貨の高い利回りを享受しながら、ファンドの
リスクを安定させる運用をしていますが、これは、
債券価格と為替が反対の値動きをする傾向を活用
しています。例えば、米国債の金利が上昇（債券
価格は下落）する場合には、米ドル・円は米ドル
高に、逆に米国債の金利が下落（債券価格は上
昇）する場合は、米ドル・円は米ドル安に進む傾
向があります。このように債券と為替の間には互
いに値動きを相殺する方向に動く傾向がある*ため、
債券に一部為替を組み入れることでファンド全体
のリスクを低減することが期待できます。 
 

多くの個人投資家の皆様も長期的かつ安定的な資
産形成を目指すため、債券運用を主体にしながら
為替などのリスク性資産を組み入れる運用の手法
をご存じだと思いますが、実はそのような運用は
非常に理にかなった運用であるといえます。 
以上のようなコンセプトをベースに、当ファンド
では、リスク管理をより厳格にし、機動的な運用
を行っていくことで運用効率を高めています。引
き続き、安定性を重視しながら長期の資産形成に
資するよう、運用に尽力して参りたいと思います。 
 

*あくまで一般的な傾向を説明したものであり、常に為替と債券価格が相殺する方向に動くわけではありません。 

 基準価額 9,968円

 純資産総額   105億円
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〇 〇
（50音順）

関東財務局長（金商）第195号 〇 〇
株式会社ゆうちょ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第611号 〇
楽天証券株式会社 金融商品取引業者

〇
寿証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第7号 〇
株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 〇 〇

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

取扱販売会社名 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会
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